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課題４ その他クリアすべき技術的な課題

・屋外子局で持っている音源を再生している場合の対応：
・・・子局の定型音声の再生放送や、子局における繰り返し放送をＦＭ再送するかどうか

・ＦＭ送信機（付帯含む）の監視情報について
・・・理想的には防災無線のアンサーバック機能を活用し親局へ監視情報を伝送

・ＦＭ送信機（付帯含む）の停電時バックアップについて
・・・防災無線同様７２時間対応が望まれ、電源部、蓄電池、電力契約等が必要

・１０年以上の⾧期運用においてＦＭ送信周波数偏差や同期方式採用の場合は同期外れ
・・・送信機故障でＦズレとなった場合、他の送信局との間でビート（受信機にて雑音）発生

ＧＰＳ同期が取れなくなった場合の対応（システム上や自然環境上）

・屋外子局とＦＭ送信機間の干渉を考慮し、アンテナ離隔、フィルター等を考慮
・・・特に同報系再送信局においては２つの周波数を同時送信することになる（60M/Vlow）

・事業費の抑制
・・・デジタル同報系の予算化が厳しい中、ＦＭ再送の費用を上乗せすることができるか。

例えば、屋外拡声子局500万/台に対して、ＦＭ再送としていくら上乗せが必要か。
基本は緊急防災減債事業債の活用が最適。緊防廃止となるとかなり厳しくなる。
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